
  現行計画の策定から18年が経過し、計画目
標時期が到来（概ね平成30年頃） 

  各種事業の進捗や見直し、東日本大震災に係
る復興事業を踏まえた整合等の必要性 

  都市を取り巻く社会情勢の変化（急速な人口
減少、超高齢社会の到来など） 

① 「コンパクト・プラス・ネットワーク形成に
向けたまちづくり」 

 ➤ 多極ネットワーク型コンパクトシティ形成 
 
② 「安心・安全で防災性の高いまちづくり」 
 ➤ 東日本大震災の経験等を踏まえた都市形成 

本市の特色・強み 

改訂の 
要因 

「第二次いわき市都市計画マスタープラン」全体構想（案）の概要について 

【ひと】 
・仙台市に次ぐ東北第２位を誇る人口 
・高い自市内就業・通学率 
・市民の高い共創意識 
【まち】 
・広域多核型の都市構造 
・浜通り地方最大の都市活動拠点 
・恵まれた広域交通ネットワーク 
・豊かな自然環境と美しい海岸景観資源 
・数多く残る歴史遺産や産業遺構 
【しごと】 
・東北地方有数の工業集積地 
・多彩な観光資源と県内有数の観光交流人口 
・地域産業を支える重要港湾小名浜港 

現状・今後の見通し/ 
都市づくりの課題 

参考資料1 

【ひと】 
・市街地内の人口密度の維持 
・中山間地域の集落コミュニティの維持 
・若い世代の流出抑制 
【まち】 
・市街地の空洞化抑制 
・持続可能な公共交通ネットワークの構築 
・過度に車に頼らない日常生活の確保 
・公共施設の維持・再編 
・環境負荷の低減 
【しごと】 
・農林水産業の回復 
・第二次産業、第三次産業の回復 

策定（改訂）の視点 
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Ⅲ：都市環境の質的向上 
 暮らしや産業活動の都市環境の質的向上
に重点を置いて、コンパクトな市街地形成
や都市の活力を生む新たな産業の立地誘導
を図ります。 

Ⅳ：俯瞰的な視野の拡大と交流促進 
 本市を俯瞰し、浜通り北部や中通りのほ
か、関東から東北にわたる太平洋ライン、
日本海に達する磐越ラインなどを見通した
広域的な視点を持ち、市外との交流促進を
図ります。 

Ⅴ：共創による都市づくり 
 都市としての魅力、誇りを高めるために、
行政とともに、市民、民間事業者等が役割
を分担しあい、それぞれの立場で、共創に
より市民総活躍を図ります。 

基本 
理念 

Ⅰ：時代環境に合わせた都市構造の改革 
 人口減少や少子高齢化による社会構造の
変化、情報化や技術革新などによる産業構
造の変化など、時代環境の変化に対応しま
す。 

Ⅱ：多様な地域資源・人材の活用 
 海、まち、山にわたる広大な市域の多様
な環境特性、各地区の特色ある歴史文化・
地域資源や多様な人材を活かします。 

将来都市像 
将来都市構造図 

<<海・まち・山に輝く星座型都市>> 

☆ 平や小名浜などの主要な拠点（恒星）が輝くとともに、周辺都市の久之浜・大久や
小川、中山間地域などの生活拠点（惑星）も輝きを失わずに持続可能な都市運営を
実現する。 

☆ 本市は、これら複数の恒星と惑星それぞれが連携し、線と線で結ばれることで星座
型の都市を構築する。 

☆ この星座型都市は星のように長きに渡り輝き続ける。 
※「恒星」と「惑星」の関係について 
 拠点間における「主」と「従」を強く意識づけるものではなく、主要な拠点、周辺の生活拠点と、担うべき機能が都市機能と生活機能に分か
れており、生活拠点が隣り合う主要な拠点の恩恵（商業・医療・福祉・業務など）、また、主要な拠点は隣り合う生活拠点の恩恵（豊かな自然
環境など）を受けるという、相互依存の関係を分かりやすく表現したもの。 

 
【将来都市構造図】 

■やまなみゾーン 
■やまのべゾーン 
■都市丘陵ゾーン 
■まちのゾーン 
■沿岸域ゾーン 

ゾーン 

■主要な拠点（恒星） 

【 平 】都心拠点 

【小名浜】広域拠点 

【勿 来】広域拠点 

【 泉 】主要な拠点 

【常 磐】 〃 

【内 郷】 〃 

【いわきNT】 〃 

【四 倉】 〃 

 

■周辺の拠点（惑星） 

【好 間】生活拠点 

【久之浜・大久】〃 

【小 川】〃 

【川 前】〃 

【三 和】〃 

【遠 野】〃 

【田 人】〃 

【江 名】〃 

拠点（星） 

【主軸】■広域交流軸 

    ■市内基幹連携軸 

    ■市内補助連携軸 

軸（ネットワーク） 

【その他の軸】■沿岸域連携軸 

       ■やまなみ連携軸 

都市づくりの 
基本方針 

【都市機能】 
 ■方針Ⅰ 
   都市機能の立地集積による拠点性・求心力の向上 
【都市の魅力】  
 ■方針Ⅱ 
   質の高い都市の形成 
【インフラ】 
 ■方針Ⅲ 
   都市運営の効率化と交通ネットワークの強化 
【土地利用】 
 ■方針Ⅳ  
   資源の循環を利活用した持続可能な都市の形成 
【安全・安心】 
 ■方針Ⅴ 
   震災の経験を活かした安心・安全な都市の形成 
【産業】 
 ■方針Ⅵ 
   産業活動が活発に展開可能な都市の形成 
【自然環境】 
 ■方針Ⅶ 
   緑豊かな自然環境の保全・形成 

※基本理念・将来都市像等を
踏まえ７つの方針を設定 


